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研究成果の概要（和文）：本研究は、日中韓台・漢字文化圏の法情報について、深い相互理解と比較法研究の推進を目
的とし、次の成果を得た。法情報共有の環 境整備として、各国研究者と共同で、中韓台法令とその英訳の対訳約14万
文、英文官報の画像と日英対訳約16万文を集積するとともに、4法域法令用語標準対訳辞書の項目候補約13,000語の検
討を推進した。また、日本法令の機械翻訳や文書構造化の手法を開発した。一方、分かりやすい法情報の提供事例とし
て韓国とEUを調査するとともに、特定分野の理解を促進する法情報パッケージLawPackの例を構築した。また、地方自
治体例規約98万本を蓄積・横断検索するシステムeLenを開発した。

研究成果の概要（英文）：This project focused on the legal information of Japan, China, Korea and Taiwan 
(CJKT) and aspired to promote mutual in-depth understanding and study of comparative law. The results are 
as follows. The project developed through the CJKT collaboration an information sharing environment where 
140,000 bilingual pairs (the original language and English) of statutes of the CKT, the digital images of 
Japan's English Official Gazette and 160,000 pairs of its bilingual text, and 13,000 entries of the 
standard translation dictionary of legal terms of the CJKT are compiled. The project developed the 
approaches for machine translation and the document type definition of Japanese statutes. The project 
learned the practice of Korea and the EU for "plain law" and developed a model of the "LawPack," an 
information package to enhance the knowledge of a particular legal topic. The "eLen" system with 980,000 
rules of Japanese local governments made the crossover search on the stored data possible.
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１．研究開始当初の背景 
 
漢字文化圏の法情報のより深い相互理解
と比較法研究のためには、法令翻訳の基盤と
なる標準翻訳辞書群の整備・公表と各国辞書
の連結、各国の立法情報・判例情報や各国の
国家・社会・歴史・文化・社会状況に関する
幅広い情報を有機的に関連付けた情報の相
互提供の仕組みが不可欠である。 
本研究のチームは、この観点から各国法令
データを各国語とその英訳の 2言語で表現し、
法令データから標準翻訳辞書を開発する仕
組みを構築した。法情報を国際的に共有しよ
うとする場合、法令文の平易化もきわめて重
要である。難解な法令文をそのまま翻訳した
のでは、「わかりやすい」法情報の国際的共
有は十分に実現できない。法令をわかりやす
くするために必要な情報をできるだけ少な
い負担で参照できる環境の整備が重要であ
る。23言語への膨大な翻訳を日常業務として
いる EU翻訳総局等とも連携して、平易な立
法のための起案マニュアルや翻訳技術を使
った平易化とその支援システムの開発等が
必要である。 

 
２．研究の目的 
 
(1) 国際連携による法情報の共有 IT 環境の
構築：日中韓台 4 法域の法令情報に対して、
比較法の見地から判例情報や立法情報の注
釈を加え、成果を多言語で共有する IT 環境
及び人的環境を国際協力で開発整備する。 
(2) 高度な翻訳用辞書データの集積：本研究
の核は、法令翻訳用の各国標準翻訳辞書の開
発とその連動である。漢字文化圏 4言語の辞
書を高度に連動させることによって、漢字文
化圏の漢字法概念とその英訳の相互対照を
実現する。さらに、語源情報のように、法概
念の翻訳の経緯も重要な翻訳情報をなるた
め、日本法については、明治以降の翻訳を活
用して、漢字法概念の成立変遷過程について
の電子データも蓄積する。また、第二次大戦
後の占領機に刊行された日本の英文官報の
データを検索可能な情報に転換し、これを使
って日本の標準翻訳辞書の品質向上を行う。 
(3) 法令平易化技術の開発：EU翻訳総局と
連携して、翻訳技術を転用する形で、法令文
の平易化技術を開発する。その技術を文章の
平易化を図る IT環境として連携する。 
(4) e-legislation 研究との連動：各法令は、
立法時の各種の考慮を前提に運用される。そ
こで、法令の起案、制定、公布、改正の全体
を情報として統括する e-legislation システ
ムの開発基礎研究を推進する。すでに試作し
た e-legislation システムをベースに改良
と拡張を行う。その成果を、現行の法令文を
その英訳に連動させる技術を研究する。 
(5) 比較法研究者連携環境を IT 支援：比較
法の観点から、相互比較に必要な専門的情報
をタイムリーに交換できる人的仕組みとそ

れを支える IT基盤を実験的に構築する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 標準翻訳辞書の整備・統合、適切な検索
システムの開発は、韓国法制処や台湾中正大
学付属台湾法情報センターとの協定に基づ
き、法学と情報科学の専門家の混成国際チー
ムで推進する。 
(2) 翻訳辞書に付随する注釈情報の整備のた
めに、日本の英文官報の電子化、明治以降の
翻訳データの活用を推進し、アジアにおける
法概念の相互借用、開発関係のデータとし、
これを活用する。 
(3) 法令平易化技術の整備と多様な注釈情報
の標準化を図り、翻訳の負担を軽減し、提供
される情報の量、レベルも標準化する。翻訳
支援の環境も開発する。 
(4) e-legislation システムの開発を通して、
立法関連情報の法令情報への連結を図る。 
 
４．研究成果 
 
(1) 国際連携による法情報の共有 IT 環境の
構築： 
① 日中韓台4法域法令用語標準対訳辞書（同
辞書は、漢字文化圏の主要法域の法概念の
意味と対応関係を横断的に可能にするも
の）について検討する研究集会を 4法域の連
携研究者と研究期間内に 8回実施することで
十分な議論を行った。 
② 日本法情報の国際的発信・共有のための
日本法令の機械翻訳を実現するために、「民
事訴訟法」のように、その対訳が構成的でな
い複単語表現からなる辞書の構築手法とそ
れを用いた統計的機械翻訳手法を開発した。
具体的には、複単語表現の対訳抽出には Dice
係数を用い、統計的機械翻訳において複単語
表現とその対訳の単トークン化と呼ばれる
手法を適用した。実験によって、翻訳性能が
従来手法に対して有意に向上することを示
すとともに，複単語表現日英対訳辞書を人手
によって修正しない場合でも修正する場合
と遜色がない性能をもつことを示した。 
③ 日本法に関する情報を迅速かつ網羅的
に、かつ分かりやすく発信するために、法
令の要約である「法令のあらまし」（官報掲
載）に対する統計的機械翻訳手法として、学
習コーパスに法令対訳コーパスを用いる方
法を開発し、Google機械翻訳よりも性能が
高いことを明らかにした。さらに，括弧表
現を分割する手法と語順を事前に並び替え
る手法を開発し、どちらも翻訳性能がさらに
向上することを明らかにした。 
④ 日本法に関する情報を国際的に発信・共
有するために、法令文書の構造化手法を開発
した。特に、「法令のあらまし」の文書構造
化用の文書スキーマを開発するとともに、箇
条書きの見出し番号の表記揺れに対応した
自動マークアップツールを開発した。また、



日本法令および「法令のあらまし」を国際標
準の文書スキーマ Akoma Ntoso に則って構
造化する手法を開発した。さらに、日本法令
のXML 文書型定義である日本法令スキーマ
形式から Akoma Ntoso 形式に変換する手法
を提案し、その自動変換ツールを開発した。
また、Akoma Ntoso の規格のままでは、日
本法令に対して不自然な構造化が発生する
ことも指摘したところ、Akoma Ntoso 次期
バージョンで修正されることになった。 
 
(2) 高度な翻訳用辞書データの集積  
① 法務省「法令用語日英標準対訳辞書」（第
6 版，4,400 語）と韓国政府法制処「法令
用語韓英辞書」（第 2版，9,306語）をベー
スとして，4 法域で用いる漢字の字体変換
などを経て、約 13,000 語の 4 法域対訳辞
書項目候補を作成した。さらに、それに対
して、4法域の法令用語や法概念の意味上の
対応関係の特定作業を 4法域の専門家と進め、
9,000 語についての作業を研究期間最終年度
2016 年 3 月時点で終了した。残る 4,000 語
については、 7月までに完了させる計画で作
業を継続している。このデータについては、
EU 委員会翻訳総局やオーストラリア法情報
研究所などの法言語専門家らから高い関心
を得ており、共同で研究を継続することで了
解している。 
② 4 法域の法令とその英訳からなる対訳コ
ーパスを構築した。その規模は、韓国法令が
韓英対訳 50 本（35,550 文）、台湾法令が中
（繁）英対訳 388本（67,091文）、台湾法令
解釈文が中（繁）英対訳 718本（11,886文）、
中国法令が中（簡）英対訳 148 本（23,403
文）である。また、既開発の対訳表現抽出支
援GUIツールBilingual KWIC を用いて、
それぞれの対訳コーパスから対訳表現を検
索・自動推定できるようにし、上記①の作
業を支援した。 
③ 英文官報における法令用語日英対訳表
現の抽出を実施した。そのために、全 2,802
号の画像を作成するともに、掲載された英
訳法律全 1,624本に対して、日英対訳コー
パス（156,562文）を構築した。Bilingual 
KWIC を用いて、その対訳コーパスから日
英対訳表現を検索・自動推定できるように
するとともに、統計的手法を用いて普通名詞
の対訳 927組を自動抽出し、既存の「法令用
語日英標準対訳辞書」との比較を行った。  
 
(3) 法令平易化技術の開発： 
① わかりやすい法情報の提供を推進して
いる EU委員会翻訳総局を研究調査のため
2 回訪問し、協力関係を深め、法情報をよ
りわかりやすくするための基礎理論の確認
と、それを支える IT 基本コンセプトの明
確化に努めた。 
② 韓国法制処で推進されている法令平易
化のプロジェクトについて、調査を行った。
③ 4法域の法律専門家と協力して、特定の

テーマについて理解するための法情報パッ
ケージ（LawPack）を開発。LawPackサン
プルの有効性の検証を通じ、そのあり方につ
いての基礎研究を継続した。研究パートナー
である Taiwan Legal Information Institute
では、この基礎研究に基づき、LawPack 等
の実験用データベースを開発して公開し、比
較法に関する共同研究用に公開している。 
 
(4) e-legislation 研究との連動：全国の自治
体の条例・規則を横断的に活用できるデー
タベース「eLen 条例データベースシステ
ム」を全国の自治体に提供し、現実の利用
に供した。全国 1,790の自治体に対し、実
利用団体は 770団体である。集めたデータ
は、全国の約 9割(1,606団体)の自治体の全
条例・規則である。これは 982,796本の条
例・規則を蓄積し、国内初で最大のデータ
ベースである。 
 
(5) 比較法研究者連携環境と IT支援：4法域
法令用語標準対訳辞書の検索データベース
実験版 CJKT法律用語比較共有システム（精
査が済んでいない用語も含め約 9,000語を搭
載）を日中韓台の連携研究者に限定的に公開
することで、搭載用語に関する情報の精度の
向上を図った。一般公開については、まだ課
題を残しているところである。 
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